
独立して『三成社』を経営

貞治郎は、毎日早朝から深夜まで懸命に働い
た。「自分で作ったものを自分で売る」を基本

方針に事業を始めたからには、自らの手で売らなけ
ればならない。舶来品に負けないものができたし、製
品名も決まった。あとは注文を取って、どんどん生産
することであった。しかし、知り合いもいない東京の
地ですぐに得意先ができるはずもなく、貞治郎は小さ
な紙の見本帳を作り、町で洋紙店や紙箱屋の看板を
見かけると片っ端から飛び込んだ。
　最初はなかなか注文が取れなかったが、浅草の洋
紙店から初めて200枚の注文が入ったのを皮切りに、
続 と々注文が続いた。やっと事業が軌道に乗るとほっ
と胸をなでおろしたのもつかの間、二人の出資者が
貞治郎との共同経営から相次いで退くという事態に
見舞われた。しかし、真の独立経営を目指していた貞
治郎は「禍を転じて福となそう」と、社名を『三成社』
へと改め、残りの従業員と力を合わせながら段ボー
ル製造に尽力した。1910（明治43）年からは、製品に
「特許段ボール」の名を付け、貞治郎はかつて職を
転 と々した中で培った外交の手腕で、得意先を着 と々
増やしていった。
　その頃、とある会社から香水半ダース入りの箱を段
ボールで作ることができないかという打診があった。
それまで段ボールを製造、販売していたが、それだけ
では飽き足りなくなっていた貞治郎はすぐにこの注文
に応じ、自ら段ボール箱作りに取り掛かった。箱に関
してはまったくの素人であり、知識もなければ設備も
ない中、貞治郎はヘラと定規を手に見よう見まねで段
ボール箱作りに挑んだ。

貞治郎が築いた「包む」技術

日

レンゴーの創業者である井上貞治郎は、苦心惨憺、試行錯誤のすえに段ボールを作り上げました。（中略）
その艱難辛苦の経験の中から、井上は独自の経営哲学を会得します。

創業者 井上貞治郎の経営哲学＝「きんとま」哲学

本の産業の発展とともに段ボールの需要は
うなぎ上りで伸び、事業の規模も瞬く間に拡

大していった。1920（大正9）年には「紙を聯ね合
わせて包装容器をつくる会社」との意から『聯合
紙器株式会社』を設立し、本格的な生産を開始し
た。貞治郎は、放浪の末にたどり着いた桜の前で
新たに決意を固めた4月12日という日を、会社の創
立記念日に定めた。
　同社は、1972（昭和47）年には現在の『レンゴー』
という親しみやすい社名に変更され、美粧段ボール
箱の開発や紙器、軟包装、重包装事業への参入な
ど、時代の変化とともに変わる「物の流れ」を最適
化することを通じて、社会に貢献し続けてきた。
　創業100年を越えた現在も、同社は貞治郎が築い
た「包む」技術を守り、そしてさらに発展させなが
ら、あらゆる産業のすべての包装ニーズに対して、総
合的なソリューションを提案する企業グループ「ゼネ
ラル・パッケージング・インダストリー」＝GPIレンゴ
ーとして、日本そして世界で、次の100年に向けての
躍動と挑戦を続けている。

　何度も失敗を重ねながら、どうにか段ボール箱を作
り上げることに成功した貞治郎は、この段ボール箱に
新たな商機を感じていた。これが日本における「段ボ
ール箱」製造の最初であった。
　貞治郎の読みは当たり、段ボールに加えて段ボー
ル箱の受注も日々増えてゆき、ドイツから製箱専用の
機械を輸入した。これによって段ボール箱の製造、販
売に一段と拍車がかかった。

すなわち「きんとま」とはgold and timing、
金鉄の意志・金・真・間の四つを握ったら死ん
でも離すなという商売の鉄則であり、タイミン
グ、チャンス、商機を逃さず、人・モノ・金と心
を大切に経営をせよと説く貞治郎翁の造語で
す。現代風にいえば「お金と強い意志を持ち、
人、時間、ものを大切にしながら真心をこめて
事業経営をしなければならない」ということに
なるでしょうか。レンゴーには、創業以来この
「きんとま」哲学という理念、行動基準が脈々
と流れています。　  　（同社会社案内より）

「きんとま」とは、
「きん」はお金と、金鉄のように固い意志を表し、
「 と 」は英語でいうand、
「 ま 」は真心の真と、間を意味します。
この「間」という字の上に「時」をつければ「時間」、
「空」をつければ「空間」、
「人」をつければ「人間」になります。
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● 今月のご紹介者

著/安岡 正篤　出版社/福村出版

混迷の時代に放つ 100の名言
人の上に立つ心得集として、人生の指針として大いに活用できる箴言集。

『百朝集』

［概要］
　著者の安岡正篤氏は1898年、大阪市にて生まれる。大正 11
年に東京帝国大学卒業、東洋政治学者・人物学の権威として
知られる。昭和 2 年に私塾・金鶏学院を設立し、東洋思想の
研究と普及、後進の育成に努めた。終戦の詔勅の起草者の 1
人でもある。百朝集は終戦の日を挟んだ百日間、まさしく氏
の断腸の日々であったその朝々を、家国と民族の永遠を信じ、
かつ祈って、金鶏学院の院生に提唱し続けた魂の語録の結晶
である。本書は、昭和27年に氏により大幅改訂されたもので、
心の拠りどころとなる100の名言名歌を時代への警鐘をこめ
て解説している。戦後混迷の中で政財界のみならず、心ある
多くの人達に光と力を与えてきた。安岡正篤氏の心の名所旧
蹟ともいえる箴言書。

　“六中観”という言葉に出会ったのがきっかけで
す。高度経済成長期の頃だと記憶しています。求
人難や若手社員の離職など人材確保の問題で、当
社も厳しい経営環境下にありました。私自身、多
忙な日々と葛藤している時に“六中観”という言葉
に出会いました。この言葉は本書の著者である陽
明学者の安岡正篤氏が人の道と指導者のあり方を
説いたものでした。非常に感銘を受けました。
　氏は、人間の基本は、活力、気迫、生命力であり、
不変の真理を人間の品格を涵養する徳におき、人
徳のない人間の行動は、必ず破滅すると説いてい
ます。現代風にいえば、最高のリーダーであるた
めの心構え、条件、またどのような人間にならな
ければならないかが、この六中観に説かれている
と私は考えています。

：この本を手に取られたきっかけについてQ 1
　本書「百朝集」は、人生の指針として、何度で
も読み返し活用できる一冊です。著者の安岡正篤
氏は昭和の時代、政財界リーダーの啓発・教化・
指導に注力されました。氏の書籍は、致知出版社、
三笠書房などで、他にも多数出版されています。
　本は貴重な英知の宝庫です。特に本書は二世、
三世の経営者の方にお薦めします。人格形成にも
大いに役立つものと思います。

：この本をお勧めしたい理由についてQ 2

追田 氏正一

本 社
資 本 金
従業員数
事業内容

：
：
：
：

大阪府河内長野市上原町 250－2
3,000 万円
280 名（全社）
住宅外装部材、住宅内装部材、
住宅設備機能商品等の製造販売
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